
ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

H31 H36

盛岡・紫波地区環
境施設組合に組合
運営に係る負担金
を支出する

【事業概要】 盛岡市（都南地域），紫波町及び矢巾町で構
成する紫波、稗貫衛生処理組合の運営に参画
し，都南地域から排出される一般廃棄物(し尿
及び浄化槽汚泥)の適正な処理を図る。

【事業費】 73,333千円

【事業担当課】 廃棄物対策課

【実施内容】
紫波、稗貫衛生処
理組合が一般廃
棄物（し尿及び浄
化槽汚泥）を処理
する

②岩手・玉山環境組合火葬場負担金

【事業概要】 岩手・玉山斎場の管理運営を行う。

【事業費】 10,086千円

【事業担当課】 税務住民課

【対象】
市域及びそこに生活
する市民

【意図】
市民生活の環境衛生
を守り，身近な生活環
境を良好に保つ。

【成果指標・実績値・目標値】

A

焼却処理施設での年
間処理量

（単位　ｔ）

H28 H31 H36

9,382

C

粗大ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

H28 H31

51 75

B

資源ごみ処理施設で
の年間処理量

Ｅ

市内の公立小中学校
及び市立社会教育施
設で実施される生活
環境の保全に係る環
境教育，環境啓発事
業等への参加者数

（集計中） 9,324

70

H36
（集計中） 6,561 5,813

Ｄ

生活環境に関する苦
情件数

（単位　件）

H28 H31 H36

43,000

市営墓園利用率（市
営墓園使用区画数/
市営墓園墓地数）

（単位　％）

91,353 90,784 84,711

（単位　ｔ）

H28 H31 H36

H28 H31 H36
88.2 93.9 93.9

Ｆ

集計中 43,000

（単位　人）

H28

利用者の火葬需要
が満たされる

153,683千円
市民登録課

・岩手県市町村清掃協議会総会・定例会等会
議及び研修会を開催した。
・（公社）全国都市清掃会議等が開催する会議
等に出席した。
・（公社）全国都市清掃会議を通じて国へ要望
書を提出した。
・（公社）全国都市清掃会議及び岩手県市町
村清掃協議会へ負担金を支出した。

火葬場運営業務を
指定管理者制度に
より実施する

指定管理者が，火
葬場の管理運営を
実施する

指定管理者のノウ
ハウが活かされた管
理運営が行われ，
利用者サービスの
向上に繋がる

【事業担当課】

【進捗状況】 火葬場の運営・維持管理を指定管理者に委託
し，適切に運営を行った。

【実施内容】 火葬場の運営・維持管理を行う岩手・玉山環境
組合に負担金を支出し，適切な火葬場運営を
行う。

【進捗状況】 岩手・玉山環境組合に負担金を支出し，適切
な火葬場の管理運営が行われ。遺族や関係者
が火葬を滞りなく執り行うことができた。

火葬場の管理運営を行
う岩手・玉山環境組合
に負担金を支出する

岩手・玉山環境組合が
岩手・玉山斎場の管理
運営を行う

岩手・玉山環境組合に
より適正に管理運営が
行われ，利用者サービ
スの向上に繋がる

（公社）全国都市
清掃会議と岩手県
市町村清掃協議
会へ負担金を支出
する

（公社）全国都市
清掃会議と岩手県
市町村清掃協議
会の事業が実施さ
れる

適正な廃棄物処理
が行われる

盛岡市斎場やすらぎの丘の管理・運営を行う。

【実施内容】 火葬場の運営・維持管理を指定管理者に委託
し，適切に火葬場運営を行う。

①火葬場管理運営事業

【事業概要】

【事業費】

盛岡地区衛生処
理組合に組合運営
に係る負担金を支
出する

盛岡地区衛生処
理組合が一般廃
棄物（し尿及び浄
化槽汚泥）を処理
する

盛岡・紫波地区環
境施設組合が一
般廃棄物（ごみ）を
処理する

【事業担当課】

【事業費】 275千円

【事業担当課】 廃棄物対策課

【事業費】

【実施内容】

【進捗状況】

　盛岡市（盛岡地域），滝沢市及び雫石町で構
成する盛岡地区衛生処理組合組合の運営に
参画し，盛岡地域から排出されるし尿及び浄
化槽汚泥の適正な処理を図る。

【事業担当課】

④盛岡地区衛生処理組合事務事業

【事業概要】

232,069千円

廃棄物対策課

【実施内容】

廃棄物対策課

・事務局会議に４回出席した。
・負担金　73,333,327円を支出した。

【進捗状況】

・組合が開催する会議等への出席
・負担金の支出

【進捗状況】

【実施内容】 ・組合が開催する会議等への出席
・負担金の支出

【進捗状況】 ・主管課長会議に３回出席した。
・負担金　232,069,000円を支出した。

・事務局会議に５回出席した。
・負担金　852,471,959円を支出した。

852,472,千円

・組合が開催する会議等への出席
・負担金の支出

⑥紫波、稗貫衛生処理組合事務事業

⑤盛岡・紫波地区環境施設組合事務事業

【事業概要】 盛岡市（都南地域），矢巾町及び紫波町で構
成する盛岡・紫波地区環境施設組合の運営に
参画し，都南地域から排出される一般廃棄物
の適正処理を図る。

【事業費】

生活環境の保全【別紙】

小施策

・岩手県市町村清掃協議会総会・定例会等会議
及び研修会の開催
・（公社）全国都市清掃会議等が開催する会議等
への出席
・（公社）全国都市清掃会議を通じて国へ要望書を
提出。

事業名

環境衛生の確保

小施策
主管課名

廃棄物対策課
施策コード 10 施策名

岩手県市町村清
掃協議会の事務
局活動（会議・研
修会等）を行う

岩手県市町村清
掃協議会の会議・
研修会を開催する

会員の共通問題を
認識し要望事項と
して全都清へ提出
する

全都清は要望を取
りまとめ国へ要望
書を提出する

会員間で清掃事業
の共通問題を認識
し効率的かつ円滑
な清掃運営が行わ
れる

小施策コード 10-1 小施策名

事業概要等

③全都清・岩手県市町村清掃協議会事務事業

【事業概要】 　地方公共団体が行う清掃事業の共通問題に
について，国県等の動向を把握しながら，研究
討議することによって相互の連携を図る。

一般廃棄物（し尿
及び浄化槽汚泥）
が適正に処理され
る

紫波、稗貫衛生処
理組合に組合運営
に係る負担金を支
出する

盛岡地域の一般
廃棄物（し尿及び
浄化槽汚泥）の適
正処理が推進され
る

都南地域の一般
廃棄物（ごみ）の適
正処理が推進され
る

一般廃棄物（し尿
及び浄化槽汚泥）
が適正に処理され
る

都南地域の一般
廃棄物（し尿及び
浄化槽汚泥）の適
正処理が推進され
る

一般廃棄物（ごみ）
が適正に処理され
る

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

廃棄物対策課

⑩不法投棄防止事業

【実施内容】

75 70

Ｅ

H28 H31 H36

H31 H36
（集計中） 9,324 9,382

C

粗大ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

集計中 43,000 43,000

H28 H31 H36
（集計中） 6,561 5,813

Ｄ

生活環境に関する苦
情件数

（単位　件）

H28 H31 H36
51

【対象】
市域及びそこに生活
する市民

【意図】
市民生活の環境衛生
を守り，身近な生活環
境を良好に保つ。

【成果指標・実績値・目標値】

A

焼却処理施設での年
間処理量

（単位　ｔ）

H28 H31 H36

91,953 90,784 84,711

B

資源ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

市営墓園利用率（市
営墓園使用区画数/
市営墓園墓地数）

（単位　％）

H28 H31 H36
88.2 93.9 93.9

Ｆ
市内の公立小中学校
及び市立社会教育施
設で実施される生活
環境の保全に係る環
境教育，環境啓発事
業等への参加者数

（単位　人）

H28

盛岡北部行政組
合に組合運営に係
る負担金を支出す
る

盛岡北部行政組
合が一般廃棄物
（し尿及び浄化槽
汚泥）を処理する

埋立処分場の残
余容量が測量され
る

【事業費】

【事業費】 9,999千円

⑫産業廃棄物等対策事務

廃棄物の埋立容
量が確保される

廃棄物対策課

【進捗状況】 堰堤及び搬入路の築造を完了した。
しかしながら，平成26年に実施した処理施設の
変更届時点で必要とされている雨水排除が完
了していないことから継続していくことが必要で
ある。

⑪リサイクルセンター施設整備事業

【事業概要】 埋立処分場において，廃棄物の流出を防ぐた
めの堰堤の築造を行う。
埋立の進捗に伴い必要となった搬入路の築造
を行う。

【事業担当課】 廃棄物対策課

【事業概要】

【実施内容】 ・不法投棄監視員によるパトロール。
・庁内関係課による合同パトロール。
・監視カメラの設置。

【進捗状況】

⑨盛岡北部行政事務組合事務事業

　不法投棄監視員14名による定期的な巡回の
ほか，監視員との会議による情報共有及び効
果的な不法投棄対策についての検討を行っ
た。
　庁内関係課による合同パトロールでは，３班
体制で市内を一斉に巡回する形式とし，警察
及び監視員とも連携して行った。
　監視カメラは８月より環境省から借受け，市内
２か所に設置した。

【事業費】

【実施内容】 ・組合が開催する会議等への出席
・負担金の支出

【事業概要】

・盛岡市最終処分場堰堤築造及び搬入路築
造等工事

2,239千円

【事業担当課】

49,166千円

【事業担当課】 廃棄物対策課

【実施内容】

【事業費】 575千円

【事業担当課】

市職員がポイ捨て
ごみの清掃活動を
行う

環境美化及びポイ
捨て防止が啓発さ
れる

⑦ポイ捨て防止啓発事務事業

【進捗状況】

・ポイ捨て禁止の啓発。
・ポイ捨てごみの状況調査。
・清掃活動。

【実施内容】

きれいな街づくりと生活環境保全のため，不法
投棄防止の啓発を行うとともに不法投棄された
廃棄物の適正処理・指導を行う。

　ポイ捨て禁止啓発シールは痛みの激しいも
のの維持管理のほか，青山駅前及び岩手飯岡
駅前に５枚新設を行った。
　５月と７月には市職員による市街地の清掃活
動を行い，啓発活動を行った。
　８月19日には中央通にてポイ捨てごみ計数
調査を行い，H28は151個とＨ17調査開始時
1,602個の1/10に減少し，過去最小となった。

【事業費】 147,313千円

⑧岩手・玉山環境組合事務事業

【事業概要】 盛岡市（玉山地域）と岩手町で構成する岩手・
玉山環境組合の運営に参画し，玉山区から排
出される一般廃棄物の適正処理を図る。

・組合が開催する会議等への出席
・負担金の支出

【進捗状況】

盛岡市（玉山地域），八幡平市，葛巻町及び岩
手町で構成する盛岡北部行政組合の運営（し
尿及び浄化槽汚泥の処理）に参画し，玉山地
域から排出される一般廃棄物（し尿及び浄化
槽汚泥）の適正処理を図る。

・衛生担当部課長会議に４回出席した。
・施設延命化検討会議に１回出席した。
・負担金　49,116,000円を支出した。

・主管課長等連絡会議に３回出席した
・負担金　147,313,000円を支出した

【進捗状況】

【事業費】 0円（不法投棄防止啓発事務事業と同予算）

【事業担当課】 廃棄物対策課

【事業概要】 ポイ捨て防止の啓発活動を行い，環境美化に
関する市民の関心を高め「ポイ捨てしない，さ
せない」環境づくりを推進する。 ポイ捨て防止啓発

シールの設置をす
る

ポイ捨て防止が啓
発される

ポイ捨てごみの状
況調査を行う

ポイ捨てごみの現
状が把握される

埋立処分場の法
面に通気防水シー
トを設置する工事
を実施する

埋立処分場の法
面に通気防水シー
トが設置される

浸出水処理施設に
流入する雨水浸出
水が低減される

環境省より監視カ
メラを借り、設置す
る

不法投棄発生抑
制につながる

不法投棄監視員に
よるパトロールを
実施する

不法投棄された廃
棄物の適正処理・
指導が行われる

庁内関係課による
合同パトロールを
行う

不法投棄の回収
及び不法投棄防
止啓発活動が行
われる

不法投棄が減少
する

埋立処分場の堰
堤嵩上げ工事を実
施する

埋立処分場の搬
入路築造工事を実
施する

一般廃棄物（し尿
及び浄化槽汚泥）
が適正に処理され
る

ポイ捨てごみが減
少する

ポイ捨てごみの効
果的な防止策が検
討される

一般廃棄物（ごみ）
が適正に処理され
る

岩手・玉山環境組
合に組合運営に係
る負担金を支出す
る

岩手・玉山環境組
合が一般廃棄物
（ごみ）を処理する

【事業概要】 産業廃棄物対策業務，自動車リサイクル法業
務，PCB特措法に基づく業務

【事業担当課】 廃棄物対策課

【実施内容】 ・廃棄物処理法，自動車リサイクル法に基づく
処理業者等の許認可審査事務の実施
・PCB特措法に基づく届出等の受理等事務，
適正処理指導の実施
・産業廃棄物の不法投棄・不適正処理等の監
視・指導事務の実施

【進捗状況】 ・許認可審査件数　　　　　　　　　　　　　129件
・PCB特措法届出受理件数　　　　　　　223件
・不法投棄・不適正処理等監視日数　229日

産業廃棄物の不法投
棄・不適正処理等の
監視・指導事務を実
施する

PCB特措法に基づく
届出等の受理等事
務，適正処理指導を
実施する

廃棄物処理法，自動
車リサイクル法に基づ
く処理業者の許認可
審査事務を実施する

審査に適合した処理
業者が廃棄物処理
法，自動車リサイクル
法に基づく許可等を
受ける

排出者等が産業廃棄
物を適正処理する

保管事業者がPCB廃
棄物を適正処理する

盛岡市内の産業廃棄
物,，及び使用済自動
車の処理業者の質が
確保される

市民生活の環境衛生
が守られ，生活環境
が良好に保たれ，盛
岡市の環境が保全さ
れる

「ポイ捨てしない，
させない」環境づく
りが進む

きれいな街づくりと
生活環境の保全
が図られる

盛岡市内の産業廃棄
物の不法投棄・不適
正処理の状況が改善
される

盛岡市内に保管して
いるPCB廃棄物が，
処理期限までに適正
処理される

盛岡市内の産業廃棄
物の適正処理が推進
される

玉山区の一般廃
棄物（ごみ）の適正
処理が推進される

玉山区の一般廃
棄物（し尿及び浄
化槽汚泥）の適正
処理が推進される

埋立処分場の維
持管理の適正が
確保される
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

Ｆ

88.2

H31 H36
（集計中） 9,324 9,382

H36
91,953 90,784 84,711

H28 H31

A

焼却処理施設での年
間処理量

（単位　ｔ）

B

資源ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

市民生活の環境衛生
を守り，身近な生活環
境を良好に保つ。

【成果指標・実績値・目標値】

H36

（単位　人）

H28 H31 H36

93.9 93.9

市内の公立小中学校
及び市立社会教育施
設で実施される生活
環境の保全に係る環
境教育，環境啓発事
業等への参加者数

集計中 43,000 43,000

浸出水の適正な処
理が完了する

Ｄ

生活環境に関する苦
情件数

（単位　件）

H28 H31 H36
51 75 70

Ｅ

【事業担当課】 リサイクルセンター

【事業概要】

C

粗大ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

H28 H31 H36
（集計中） 6,561 5,813

焼却灰及びし尿残
渣の適正処理が
行われる

浸出水の排水基
準に適合した処理
水が放流される

焼却灰及びし尿残
渣の埋立処理を実
施する

埋立処分場から排
出される浸出水の
処理を実施する

⑯廃棄物処分場管理運営事業

【事業概要】

【事業担当課】 玉山廃棄物処分場

【事業費】 13,462千円

⑱玉山廃棄物処分場管理運営事業

【進捗状況】 整備・修繕等を計画的に実施した。

埋立及び浸出水の処理を行った。

岩手町及び玉山区で排出されるごみについて
は，岩手・玉山環境組合で処理を行っており，
焼却灰,不燃残渣は，岩手町及び玉山区でそ
れぞれ埋立て処理している。この事務事業は，
玉山廃棄物処分場の維持管理及び同廃棄物
処分場から排出される浸出水の処理を行うもの
である。

【事業概要】

・玉山廃棄物処分場への焼却灰，不燃残渣の
埋立処理。
・玉山廃棄物処分場から排出される浸出水の
処理。

【実施内容】

最終処分場の再整備により，粗大ごみ・資源ご
みの処理が同所で継続されることになり，施設
の老朽化や機器の劣化に伴う整備・修繕等を
計画的に実施する。

【実施内容】

⑰廃棄物処理機器等整備更新事業

【事業担当課】

【進捗状況】 分別，埋立，浸出水について，それぞれ処理
を行った。

旧盛岡市内より排出される，不燃・粗大ごみを
破砕して可燃物・不燃物・磁性物に分別処理
を行う。可燃物はクリーンセンターへ搬入して
焼却，不燃物は埋立処分し，磁性物は有価物
として売却し再利用する。また，埋立地より排
出される浸出水の処理を行う。

【実施内容】 ・不燃・粗大ごみの破砕による可燃物・不燃物・
磁性物への分別処理
・焼却灰，不燃残渣の埋立処理
・埋立処分場から排出される浸出水の処理

不燃，粗大ごみの
破砕・分別処理を
実施する

破砕不燃ごみの埋
立を実施する

アルミ，磁性物等
の有価物の再利
用（売却）を実施す
る

埋立処分場から排
出される浸出水の
処理を実施する

焼却灰の埋立処
理を実施する

⑬安全衛生管理事業

【事業概要】 職場の安全衛生意識の向上を図るため資源循
環推進課等職員安全衛生委員会を設置し，業
務上必要な知識や技能を修得させることによ
り，災害防止及び健康管理等を図る。

【事業費】 86千円
【事業担当課】 資源循環推進課

各種講習会を受講し，
業務上必要な安全衛
生に係る技能を修得
する

小型移動式クレーン
運転技能講習等，業
務上必要な技能を修
得するため，資源循
環推進課等職員安全
衛生委員会を設置し，
各種講習会を受講す
る

【実施内容】 安全衛生に係る各種講習会を受講する。

【進捗状況】 安全衛生に係る各種講習会等を現場職員へ
受講させた。

⑭塵芥収集運搬委託事業

【事業概要】 盛岡地域の家庭から排出される一般廃棄物に
ついて，その収集，運搬及び処分を民間業者
に委託して行う。

【事業費】 462,830千円
【事業担当課】 資源循環推進課
【実施内容】 ・家庭ごみ収集運搬業務委託を実施する。

・委託業者による収集運搬等の実施状況を管
理する。

【進捗状況】 委託を実施し，実施状況について管理した。

⑮東部山間地域し尿収集運搬事業補助金

【事業概要】 市内全域のし尿汲み取り量が著しく減少してい
る中，とりわけ東部山間地域について，その地
理的事情から標準料金での収集運搬が困難と
なっている。
このことから，当該区域のし尿収集運搬業務に
ついて，想定される収集運搬経費と標準料金
との差額を事業者に補助する。

補助金を支出した。

【事業費】 458千円
【事業担当課】 資源循環推進課
【実施内容】 し尿の収集運搬業者に対する補助金の支出

【事業費】 146,397千円

リサイクルセンター

【事業費】 21,066千円

・粗大ごみ，資源ごみ処理機器及び浸出水処
理機器の交換及び修繕

リサイクルセンター
の施設が更新され
る

処理効率の向上
及び施設の延命
化が図られる

市営墓園利用率（市
営墓園使用区画数/
市営墓園墓地数）

（単位　％）

H28 H31

可燃ごみの収集運搬
業務を新たに委託し
て実施する

新たに受託した業者
が収集運搬を効率的
に実施する

盛岡地域の家庭ごみ
の収集運搬に要する
経費の総額が減少す
る

収集運搬業務に関す
る安全講習会を実施
する

収集運搬業務受託業
者が講習会に参加，
安全管理について学
習する

収集運搬業務中の事
故が減少する

収集運搬業者に対
し，補助金を支出する

収集運搬業者が対象
地域のし尿の収集運
搬を実施する

東部山間地域のし尿
の収集運搬が滞りなく
行われる

リサイクルセンター
の施設整備修繕
等を計画的に実施
する

一般廃棄物の適
正処理が行われる

焼却灰の埋立処
理が完了する

浸出水の適正な処
理が完了する

焼却灰の適正処
理が行われる

「盛岡市廃棄物処
分場環境保全対
策協議会」との協
定値に基づいた処
理水が放流される

焼却灰及びし尿残
渣の埋立処理が
完了する

【対象】
市域及びそこに生活
する市民

【意図】

H28

廃棄物や焼却灰
等の適正な埋立処
理が行われる

環境負荷の軽減
が図られる

浸出水による環境
負荷の軽減が図ら
れる

公務災害の発生件数
が減少する

廃棄物の処理が滞り
なく行われる

身近な生活
環境が良好
に保たれる

盛岡地域の
ごみの収集
運搬が滞りな
く行われる

【進捗状況】

【進捗状況】
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

集計中 43,000 43,000

【対象】
市域及びそこに生活
する市民

【意図】
市民生活の環境衛生
を守り，身近な生活環
境を良好に保つ。

（単位　ｔ）

H28 H31 H36
91,953 90,784 84,711

B

資源ごみ処理施設で
の年間処理量

H31 H36

（単位　ｔ）

H28 H31 H36
（集計中） 9,324 9,382

C

粗大ごみ処理施設で
の年間処理量

88.2 93.9 93.9
H36

（単位　ｔ）

H28 H31 H36

Ｆ
市内の公立小中学校
及び市立社会教育施
設で実施される生活
環境の保全に係る環
境教育，環境啓発事
業等への参加者数

（単位　件）

H31 H36
51 75 70

Ｅ

市営墓園利用率（市
営墓園使用区画数/
市営墓園墓地数）

（単位　％）

H31

「盛岡市廃棄物処
分場環境保全対
策協議会」が会議
を実施する

【成果指標・実績値・目標値】

A

焼却処理施設での年
間処理量

（単位　人）

H28

協議会との協定値
の順守を確認する

H２８

（集計中） 6,561 5,813

Ｄ

生活環境に関する苦
情件数

⑲盛岡市廃棄物処分場環境保全対策協議会
補助金
【事業概要】 盛岡市廃棄物処分場環境保全対策協議会に

対し運営費の補助を行う。

「盛岡市廃棄物処
分場環境保全対
策協議会」に対し
補助金を交付する

H28

【事業費】 74千円

【事業担当課】 リサイクルセンター

【実施内容】 ・盛岡市廃棄物処分場環境保全対策協議会に
対する補助金を交付した。

排ガス及び大気環境測定，測定装置の保守点
検を委託と直営で実施
・環境モニタリング調査
・ごみ質及び焼却残渣等分析
・大気・排ガス中塩化水素測定装置保守点検
・煙道排ガス測定装置保守点検
・定点観測所大気測定装置保守点検
・気象観測装置保守点検
・焼却主灰及び飛灰中金属等溶出試験

運転管理業務委託の監督業務及び各種資格
講習の受講については，計画とおりに進んだ。
電気及びボイラータービン主任技術者の後継
者育成については，実務習得は順調に進んで
おり，職員課との協議も継続して行っている。

環境衛生が中・長
期にわたって確保
される

盛岡地域（都南及び玉山地区を除く。）から排
出された燃やせるごみを焼却処理する施設の
運転管理を行う。また，焼却業務に従事する職
員に，ごみ焼却業務関連の技術と知識を習得
（資格取得）させ，技能の向上を図る。

㉒ごみ焼却に伴う環境維持事業

【進捗状況】 予定した業務は全て行われ，各種測定機器の
状態も良好に保たれている。
また，排ガス基準値順守継続日数も2,400日を
越え，地域住民との公害防止協定を継続して
守ることができた。

可燃ごみの焼却を安全かつ安定的に行うた
め，専門知識を有する業者に，ごみ焼却施設
の保守点検業務を委託する。

【事業概要】

ごみ焼却施設を安全かつ安定的に稼働させる
ため，又，損耗箇所を早期に把握し，突発的な
故障を予防するとともに施設の運転計画及び
中･長期的な施設の整備計画に反映させるた
め，次の観点から委託の範囲を決定し，委託を
実施した。
①　法的に定期的な整備が義務付けられてい
るもの
②　物理的に機能を正常に保つため，定期的
な点検整備が不可欠なもの
③　自動制御の信頼性を保つため，定期的な
点検調整が必要なもの

【実施内容】

185,517千円【事業費】

19,432千円

【事業担当課】 クリーンセンター

㉑ごみ焼却施設維持管理事業

【事業概要】 クリーンセンター公害防止協定に基づき，ごみ
焼却施設からの排ガスや施設周辺の大気質等
を測定し，ごみの安定燃焼と適切な排ガス処
理のため測定装置の維持管理を行い，もって
施設周辺の環境維持と住民への情報を提供
するものである。

266,478千円

【実施内容】 ごみ焼却施設の運転管理
・ごみ焼却運転管理業務委託
・技術等の習得と電気主任技術者・ボイラー
タービン主任技術者の後継者育成
・火力原子力発電技術協会技術研修会
・クレーン運転士実技学科教習
・特定化学物質等作業主任者技能講習
・アーク溶接業務特別教育ほか

【事業担当課】

【進捗状況】

【事業担当課】 クリーンセンター

㉓ごみ焼却プラント設備改修事業

【事業概要】 可燃ごみの焼却を安全かつ安定的に行うととも
に，余熱の効率的な利用により光熱水費を低
減するため，ごみ焼却設備および余熱利用設
備の改修工事を行う。

【事業費】 195,264千円

【事業担当課】 クリーンセンター

【実施内容】 次に該当するものの中から，緊急度及び費用
対効果をもとに対象設備を選定し，改修工事を
実施した。また，中長期的な工事計画の見直し
も併せて行った。
① 各種点検により不具合が見つかり改修が必
要と判断されたもの
② 公害防止協定を遵守するため，排ガス等の
測定継続に改修が必要と判断されたもの
③ 早急な対策は要しないものの予防的改修が
必要と判断されたもの

予定した工事は全て工期内に完成し，結果とし
てごみの安定燃焼を継続して行うことができ
た。

【進捗状況】

【進捗状況】 予定した業務は全て期間内に行われ，結果と
してごみの安定燃焼を継続して行うことができ
た。

必要な施設整備の
内容が的確に決定
される

施設の的確な清
掃・補修及び調整
等がなされる

ごみ焼却施設の保
守点検業務を委託
する

施設の健全性が
保たれる

排ガス濃度及び周
辺環境の実際が
市民に認知される

排ガス濃度及び基
準値遵守状況及
び周辺環境の変
化が分かる

工事及び点検等
の結果を反映し，
施設改修計画を改
定する

施設・設備の大規
模な延命措置がな
される

必要な箇所を特定
し計画的に予算獲
得がなされる

ごみ焼却が適正に
行われる

ごみ焼却施設及び
周辺の環境が維
持される

ごみ焼却施設が
中・長期にわたっ
て良好に維持管理
される

ごみ焼却施設の排
ガス及び周辺環境
を測定する

適法な運転継続が
可能になる

運転管理及び保
守管理の技術と知
識が向上する

ごみ焼却施設の運
転管理が適正に行
われるとともに経
験が積まれる

法的に必要な主任
技術者等が確保さ
れる

ごみ焼却施設の運
転管理に係る安定
性及び安全性が
向上する

ごみ焼却関連の技
術と知識を習得
（資格取得）させ，
技能の向上を図る

排ガス及び周辺環
境の測定値の正
確性が保障される

各々が適正範囲
の場合周辺住民
の健康不安が取り
除かれる

測定装置の維持
管理をする

各々が対策を要す
る事態になった場
合直ちに確認し対
応できる

排ガス及び周辺大
気質等の測定値を
公表する

ごみ焼却施設の運
転管理を行う

ごみ焼却一部運転
管理業務委託の
監督・検証を行う

ごみ焼却施設及び
余熱利用設備の
改修工事を行う

結果を反映して次
年度委託内容を検
討する

⑳ごみ焼却運転管理事業

【事業概要】

【事業費】

【実施内容】

クリーンセンター

【事業費】

排ガス及び周辺環
境の測定を継続で
きる

施設の寿命が延
長する
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

（単位　人）

H28 H31 H36
集計中 43,000 43,000

【対象】
市域及びそこに生活
する市民

【意図】
市民生活の環境衛生
を守り，身近な生活環
境を良好に保つ。

【成果指標・実績値・目標値】

A

焼却処理施設での年
間処理量

（単位　ｔ）

H28 H31 H36
91,953 90,784 84,711

B

資源ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

（単位　ｔ）

H28 H31 H36
（集計中） 6,561 5,813

Ｄ

H31 H36
（集計中） 9,324 9,382

C

Ｆ
市内の公立小中学校
及び市立社会教育施
設で実施される生活
環境の保全に係る環
境教育，環境啓発事
業等への参加者数

生活環境に関する苦
情件数

（単位　件）

H28 H31 H36
51 75 70

Ｅ

H28

市営墓園利用率（市
営墓園使用区画数/
市営墓園墓地数）

（単位　％）

H２８ H31 H36
88.2 93.9 93.9

粗大ごみ処理施設で
の年間処理量

新庄墓園及び青山墓園において，埋蔵時の書
類受理・立会，墓標等設置時の指導・立会，新
規墓地使用者の受付，墓園内の共用部分の
草刈・除雪・清掃，施設修繕などを行う。古川
墓園において指定管理者による管理を同様に
行う。

【事業担当課】 保健所企画総務課

「盛岡市公衆浴場設備改善事業補助金交付
要綱」及び「盛岡市補助金交付規則」に基づ
き，公衆浴場（市内５か所）の設備改善事業費
に対し，３分の１の補助率で補助金を交付す
る。

㉖墓園管理運営事業

【事業概要】

【事業費】

市内で浴場業を営む者が,公衆浴場設備改善
事業を行う場合に要する経費に対して,補助金
を交付する。

【実施内容】

【進捗状況】 市内５か所中２か所の公衆浴場に補助金を交
付し，公衆浴場施設の維持，改善を図った。

㉗盛岡市公衆浴場設備改善事業補助金

【事業概要】

【事業担当課】

【進捗状況】

作業環境測定を行
う

評価結果に基づい
た適切な保護具が
使用される

【実施内容】

　家庭系一般廃棄物を収集し，クリーンセン
ター及びリサイクルセンターまで搬入することに
ついて，迅速かつ安全に継続して行うことがで
きた。

盛岡地域のごみ排出困難者世帯からごみの戸
別収集運搬。旧盛岡地域の粗大ごみの直営収
集運搬。

【実施内容】 ・旧盛岡市域のごみ排出困難者世帯から排出
されるごみ等（可燃ごみ，不燃ごみ，資源）及
び盛岡地域の世帯から排出される粗大ごみを
収集し，クリーンセンター及びリサイクルセン
ターまで搬入する。

㉕塵芥処理事業

【事業概要】

【事業費】 140,644千円

収集センター

【事業担当課】

予定した業務は全て行われ，結果についても，
全ての測定場所について第一管理区域となり
良好な作業環境が確保されていることが証明さ
れた。

【進捗状況】

【実施内容】 焼却施設内作業場の空気中のダイオキシン類
濃度（総粉じん濃度）を測定し，作業環境の評
価を行い，管理区域に対応する安全衛生対策
を講じた。測定は業務委託による。
　
委託件名：盛岡市クリーンセンター作業環境測
定業務委託
契約金額：864,000円
  　委託内容：Ａ測定及びＢ測定　８箇所各２回

浴場設備を改善す
る公衆浴場に対
し，補助金を交付
する

公衆浴場の設備
改善が図られる

墓園内の草刈，除
雪，清掃等を行う
とともに，各墓地区
画の適正使用を管
理する

市民の家庭系一
般廃棄物が定期
的に処理される

日常生活で排出され
る家庭系一般廃棄物
を迅速かつ安全に収
集する

【事業担当課】

【進捗状況】

新庄墓園及び青山墓園については直営により,
古川墓園については指定管理者により維持管
理を行い,環境美化,遺骨の適正な管理に努
め,来園者からのクレームが減少しているところ
である。

15,354千円（※企画総務課分のみ）

保健所企画総務課，税務住民課

【事業費】 315千円

市内の墓地需要を満たすために市営墓地を設
置し，「墓地，埋葬等に関する法律」に基づく適
正な事務処理を行なうとともに，施設の適切な
維持管理を行う。

墓園の環境美化
が確保されるととも
に，遺骨が適切に
管理される

市民の環境衛生
が保持される

必要なときにいつ
でも入浴できる環
境が整備される

永続的，衛生的に
遺骨を埋蔵できる
環境が整えられる

公衆衛生が確保さ
れる

気持ちよく墓参す
る環境が整えら
れ，墓地使用者及
び来園者の満足
度が向上する

㉔ごみ焼却施設作業環境管理事業

【事業概要】 労働安全衛生法等関連法令に基づいて作業
環境測定を実施し，職員の作業環境の評価を
行い，労働安全衛生の確保に必要な措置を講
じる。

クリーンセンター

【事業費】 2,007千円

職員の作業環境
評価を行う

作業環境の良し悪
し及び改善すべき
作業場所が特定さ
れる

作業改善等によ
り，作業環境の悪
い場所が改善され
る

職員の健康被害
が予防される
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小施策
事業名

事業概要等
活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 

H28 H31 H36

集計中 43,000 43,000

H28 H31 H36

88.2 93.9 93.9

Ｆ

市内の公立小中学校
及び市立社会教育施
設で実施される生活
環境の保全に係る環
境教育，環境啓発事
業等への参加者数

（単位　人）

H28 H31 H36
51 75 70

Ｅ

市営墓園利用率（市
営墓園使用区画数/
市営墓園墓地数）

（単位　％）

H28 H31 H36
（集計中） 6,561 5,813

Ｄ

生活環境に関する苦
情件数

（単位　件）

H28 H31 H36
（集計中） 9,324 9,382

C

粗大ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

【対象】
市域及びそこに生活
する市民

【意図】
市民生活の環境衛生
を守り，身近な生活環
境を良好に保つ。

【成果指標・実績値・目標値】

A

焼却処理施設での年
間処理量

（単位　ｔ）

H28 H31 H36
91,353 90,784 84,711

B

資源ごみ処理施設で
の年間処理量

（単位　ｔ）

玉山地域内の一般家庭
から排出される一般廃
棄物の収集運搬業務を
民間業者へ委託して実
施する

受託業者が，一般廃棄
物を的確に収集運搬す
る

玉山地域の環境
衛生が保持される

動物の適正な取扱
いが確保される

「動物の愛護及び管理に関する法律」及び
「（岩手県）動物の愛護及び管理に関する条
例」に基づく動物愛護の推進並びに「狂犬病
予防法」に基づく飼い犬の登録及び狂犬病予
防注射を推進する。

【実施内容】 ・動物の愛護及び管理に関する法律に基づ
き，動物の適正飼養の普及推進を図る。
・市民による地域ねこ活動を支援し，所有者不
明猫対策を推進する。
・関連法令や市民ニーズに適合した動物愛護
管理行政を推進する拠点として，新たな施設
整備を検討する。
・犬の飼い主に狂犬病予防注射案内ハガキを
送付し，確実に予防注射を実施させる。

㉙玉山地域塵芥収集運搬委託事業

【事業概要】

迷い犬等を保護収
容する

【事業費】

玉山t地域内の一般家庭から排出される一般
廃棄物の収集運搬業務を民間業者へ委託し
て行う。

33,583千円

動物の健康及び
安全が保持される

【事業担当課】

【進捗状況】 一般廃棄物の収集運搬業務の委託を実施し，
実施状況について管理した。

【実施内容】 ごみ計画収集人口12,393人（平成27年10月末
日現在）の一般廃棄物の収集運搬業務を民間
業者に委託する。

税務住民課

㉘動物愛護事業

【事業概要】

【事業費】 8,665千円

飼い犬の狂犬病の
免疫が維持される

狂犬病の発生の
予防・蔓延が防止
される

狂犬病予防注射を
実施する

生活衛生課【事業担当課】
動物取扱業施設
への立入監視指
導を行う

１　動物の適正飼養の普及啓発（犬のしつけ方
教室他）
　９月に動物愛護週間行事，10月に犬のしつ
け方教室を開催したほか，動物愛護団体との
共催によるイベント等を２回実施し，市民への
普及啓発に努めた。
２　地域ねこ事業の推進
　事業計画のとおり地域ねこ事業を実施し，市
民による活動の支援を実施した。新規地区15
団体，継続地区２団体からの申請を受付け，27
頭分の不妊手術及び23頭分のワクチン接種に
対して補助金を交付した。また，H28年８月に
は，（一財）クリステル・ヴィ・アンサンブルの要
請により，アニマル・ウェルフェア・サミット2016
ににおいて本事業についての発表を行うこと
で，事業実績を広くPRできた。
３　（仮称）盛岡市動物愛護センター整備事業
　盛岡市動物公園の民間活力可能性調査の
中で，動物公園内にセンターを併設した場合
の効果を調査したところ，効率性が良いとは言
えないとの回答を得た。H28年６月には，市内
の動物病院に対しアンケートを行い，いくつか
の病院から，保健所で保護した動物の不妊・去
勢手術，預かり，健康診断等の受入れが可能
との回答を得て，動物の飼養管理について外
部委託の可能性も示唆された。同年８月には
市民アンケート調査を実施し，その結果，多く
の市民がセンター設置を要望する反面，具体
的なセンターの役割については理解していな
かったことが分かった。また，市民がセンターに
求める機能としては，適正飼養の啓発や子供
たちへの命の教育等のソフト面の充実が主
だった。さらに，関係会議等に参加し，保護動
物の殺処分数減少に先進的な他自治体の担
当者や動物愛護団体より，公民連携の事例や
クラウドファンディングの手法等に関する情報
収集を行った。
４　狂犬病予防注射の実施について
　H28年度の接種率は86.1％であった。

【進捗状況】

生活環境の保全
上の支障が未然に
防止される
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